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新
年
の
ご
挨
拶 

理
事
長 

大 

野 

風 

柳 
 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
ん
な
川
柳
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
お
め
で
と
う
親
子
の
こ
と

ば
改
ま
り
」
ど
な
た
の
作
品
か
思
い
出
せ
ま
せ
ん
が
、
昭
和
二
十
四
年

頃
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
が
好
き
な
一
句
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
全
日
本
川
柳
協
会
が
一
般
社
団
法
人
と
な
っ
て
最
初
の
新
年

で
も
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
新
し
い
気
分
で
お
正
月
を
迎
え
ら

れ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

残
念
な
が
ら
私
た
ち
の
協
会
も
い
さ
さ
か
会
員
が
減
っ
た
と
は
言
え
、

こ
れ
は
全
国
的
な
現
象
で
あ
っ
て
、
そ
の
減
っ
た
も
の
を
取
り
戻
す
こ

と
も
大
切
で
し
ょ
う
が
、
減
っ
た
中
で
の
知
恵
も
ま
た
大
事
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
世
の
流
れ
に
う
ま
く
乗
る
知
恵
を
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

日
川
協
通
信
（
108
） 

 

平
成
26
年
１
月
１
日 

 

一
般
社
団
法
人 

全 

日 

本 

川 

柳 

協 

会 

〒

-
 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
丁
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
一
―
一
一
―
九
〇
五 

 

電 

話 

（
０
６
）
６
３
５
２
―
２
２
１
０ 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
０
６
）
６
３
５
２
―
２
４
３
３ 

 

振
替
口
座 

０
０
９
７
０
―
９
―
３
５
７
５ 

http://www. 
nissenkyou.or.jp 

理 

事 

長 
大
野 

風
柳 

副
理
事
長 

竹
本
瓢
太
郎 

副
理
事
長 

 

常
務
理
事 

礒
野
い
さ
む 

常
務
理
事 

本
田 

智
彦 

常
務
理
事 

大
木 

俊
秀 

常
務
理
事 

岡
崎 

 

守 

常
務
理
事 

河
内 

天
笑 

理 
 

事 

佐
藤 

岳
俊 

理 
 

事 

平
田 

朝
子 

理 
 

事 

赤
井 

花
城 

理 
 

事 

津
田 

 

暹 
理 

 
事 

雫
石 

隆
子 

理 
 

事 
松
代 

天
鬼 

理 
 

事 

平
山 
繁
夫 

理 
 

事 

小
島 
蘭
幸 

理 
 

事 

佐
藤 

美
文 

理 
 

事 

井
原
み
つ
子 

監 
 

事 

天
根 

夢
草 

2014年
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私
は
い
ま
改
め
て
川
柳
が
持
つ
パ
ワ
ー
と
、
質
の
向
上
を
真
剣

に
考
え
る
と
き
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

川
柳
は
誰
も
が
作
れ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
ば
を
、
私
は
こ
れ

が
ひ
と
つ
の
武
器
だ
と
思
い
ま
す
。
誰
も
が
作
れ
る
こ
と
が
凄
い

文
芸
な
の
で
す
。
誰
も
が
作
れ
る
か
ら
つ
ま
ら
な
い
と
言
う
人
も

お
り
ま
す
が
、
全
く
逆
で
誰
で
も
が
作
れ
る
―
―
こ
の
強
み
を
私

た
ち
川
柳
人
が
感
じ
と
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

さ
ら
に
、
川
柳
に
は
い
ろ
い
ろ
な
川
柳
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も

ま
た
川
柳
の
強
み
と
受
け
止
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。 

 

た
だ
、
川
柳
も
立
派
な
文
芸
で
す
。
し
た
が
っ
て
「
こ
と
ば
の

遊
び
」
や
「
掛
け
こ
と
ば
」
だ
け
は
許
せ
ま
せ
ん
。
日
常
私
た
ち

が
使
っ
て
い
る
平
易
な
こ
と
ば
、
こ
れ
で
い
い
の
で
す
。
こ
れ
が

む
し
ろ
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

私
も
い
ま
の
要
職
に
つ
い
て
も
う
四
年
に
な
り
ま
す
。
何
も
目

立
っ
た
こ
と
は
ひ
と
つ
も
し
ま
せ
ん
が
、
こ
の
協
会
が
持
つ
友
愛

と
川
柳
へ
の
情
熱
を
皆
さ
ん
と
共
に
大
切
に
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
心
か
ら
お
待
ち
申
し
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

   

日
時 

平
成
25
年
12
月
10
日
（
火
）
12
時
か
ら 

場
所 

オ
ー
プ
ン
ド
ア 

 
 

 

出
席
理
事
＝
14
名 

出
席
監
事
＝
１
名 

 

議
長
に
大
野
理
事
長
を
選
出
、
次
の
議
案
を
審
議
し
た
。 

第
１
号
議
案 

平
成
26
度
事
業
計
画
（
案
）
承
認
の
件 

第
２
号
議
案 

平
成
25
年
度
補
正
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件 

第
３
号
議
案 

平
成
26
年
度
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件 

第
４
号
議
案 

理
事
・
監
事
増
員
の
件 

第
５
号
議
案 

80
歳
以
上
の
功
労
者
顕
彰
他 

表
彰
の
件 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他 

 

第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議
案
ま
で
慎
重
審
議
の
結
果
、
議
長
の
報
告

通
り
可
決
成
立
。
最
後
に
議
長
か
ら
謝
辞
を
述
べ
午
後
２
時
に
閉
会
し
た
。 

     

平
成
二
十
五
年
度 

第
三
回 

理 

事 

会 

日
川
協
で
は
川
柳
の
普
及
向
上
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
１
年
間

に
出
版
さ
れ
た
川
柳
個
人
句
集
の
う
ち
、
も
っ
と
も
優
れ
た
川

柳
句
集
に
対
し
て
「
川
柳
文
学
賞
」
を
授
与
し
て
い
ま
す
。 

平
成
25
年
１
月
か
ら
12
月
末
日
ま
で
に
刊
行
し
た
句
集
６
冊

及
び
同
句
集
の
概
要
説
明
書
を
平
成
26
年
１
月
末
日
ま
で
に
当

協
会
の
「
川
柳
文
学
賞
」
選
考
委
員
会
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

沢
山
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

第７回 

川柳文学賞募集 
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第
29
回 

国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４ 

川
柳
作
品
募
集
要
項
（
概
要
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

～ 

大
潟
で 

響
け
川
柳 

未
来
の
風
と 

～ 
 

１
．
応
募
受
付
期
間 

 

平
成
26
年
４
月
１
日
（
火
）
～
６
月
30
日
（
月
）
（
当
日
消
印
有
効
） 

２
．
応
募
規
定 

（
１
）
作 

 

品 
一
人
各
題
二
句
詠
（
未
発
表
作
品
に
限
る
） 

（
２
）
応 

募 

料 

一
人
に
つ
き
１
０
０
０
円
（
但
し
、
海
外
投
稿
者
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
を
添
付
さ
れ
た
方
、
及
び
小･

中･

高
校
生
は
無
料
と
し
ま
す
。） 

（
３
）
応
募
方
法 

所
定
の
応
募
用
紙
及
び
応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
便
振
替
払
込
金
受
領
証
又
は
そ
の
写
し
を
添
え
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
４
）
応 

募 

先 

第
29
回
国
民
文
化
祭
大
潟
村
実
行
委
員
会
事
務
局(

大
潟
村
教
育
委
員
会
内) 

 
 

 
 

 
 

 
 

〒
０
１
０
‐
０
４
４
３ 

秋
田
県
南
秋
田
郡
大
潟
村
中
央
１
‐
21 

３
．
宿
題
・
選
者 

 
 

 
 

<

事
前
投
句>

 

小
学
生
・
中
学
生
の
部 

 
 

 

「 
 

米 
 

」
＝
仁
多
見
千
絵
（
宮 
城
） 

 

「 

渡
り
鳥 

」
＝
新
家 

完
司
（
鳥 

取
） 

 

「
自
由
に
作
る
」
＝
高
鶴 

礼
子
（
埼 

玉
） 

 
 

 
 

<

事
前
投
句>

 

高
校
生
・
一
般
の
部 

 
 

 

「 

持 

つ 

」
＝
安
藤 

紀
楽
（
東 

京
） 
 

「 
 

酒 
 

」
＝
森
中
惠
美
子
（
大 

阪
） 

 
 

 

「 

滑 

る 

」
＝
荻
原
美
和
子
（
神
奈
川
） 

 

「 
 

米 
 

」
＝
川
上 

大
輪
（
和
歌
山
） 

 
 

 
 

<

当
日
投
句>

 
 

 
 

「
ち
ぐ
は
ぐ
」
＝
長
谷
川
酔
月
（
秋 

田
） 

 
「 
マ
ナ
ー 

」
＝
鷲
見 

敏
彦
（
岐 

阜
） 

 

「 

美 

人 

」
＝
篠
田 

東
星
（
栃 

木
） 

第
二
次
選
者 

 

大
野 

風
柳
（
新 

潟
） 

平
田 

朝
子
（
熊 

本
） 

雫
石 
隆
子
（
宮 

城
） 

平
山 

繁
夫
（
兵 

庫
） 

小
島 

蘭
幸
（
広 

島
） 

４
．
賞
（
予
定
）
文
部
科
学
大
臣
賞
・
国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞
・
秋
田
県
知
事
賞
・ 

第
29
回
国
民
文
化
祭
秋
田
県
実
行
委
員
会
会
長
賞 

 
 

 
 

秋
田
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
・
大
潟
村
長
賞
・
第
29
回
国
民
文
化
祭
大
潟
村
実
行
委
員
会
会
長
賞
・
大
潟
村
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

 
 

 
 

(

一
社)

全
日
本
川
柳
協
会
賞
・
秋
田
県
川
柳
懇
話
会
会
長
賞 

５
．
発
表
会
場 

川
柳
大
会
（
当
日
投
句
受
付
、
入
選
発
表
、
選
評
、
表
彰
式
） 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
26
年
10
月
19
日
（
日
）
10
時
30
分
～
16
時
00
分 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟 

 
 

 
 

 
 

 

入
選
作
品
は
、
「
作
品
集
」
と
し
て
刊
行
し
、
応
募
さ
れ
た
方
（
小
・
中
・
高
校
生
は
入
選
者
）
に
無
料
で
配
布
。 

６
．
問
い
合
わ
せ
先
と
募
集
要
項
の
依
頼
先 

 
 

 
 

 
 

 

〒
０
１
０
‐
０
４
４
３ 

秋
田
県
南
秋
田
郡
大
潟
村
中
央
１
‐
21 

大
潟
村
教
育
委
員
会
内) 

 
 

 
 

 
 

 

第
29
回
国
民
文
化
祭
大
潟
村
実
行
委
員
会
事
務
局
宛 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
５
）
４
５
‐
２
６
１
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
１
８
５
）
４
５
‐
２
６
６
１ 

７
．
主
催
者 

 

文
化
庁
、
秋
田
県
、
秋
田
県
教
育
委
員
会
、
大
潟
村
、
大
潟
村
教
育
委
員
会
、
（
一
社
）
全
日
本
川
柳
協
会
、
秋
田
県
川
柳
懇
話
会 

 
 

 
 

 
 

 

大
潟
村
川
柳
倶
楽
部
、
第
29
回
国
民
文
化
祭
秋
田
県
実
行
委
員
会
、
第
29
回
国
民
文
化
祭
大
潟
村
実
行
委
員
会 
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第 28 回 国民文化祭・やまなし「川柳の祭典」 
（平成 25 年 10 月 27 日） 

事前投句 2,207 人、ジュニア 10,880 人、当日 428 人。 

 

◎
小
・
中
学
生
の
部 

  
 

 

文
部
科
学
大
臣
賞 

僕
の
横
き
れ
い
な
バ
ラ
が
す
わ
っ
て
る 

島 

根 

中
３ 

田
川 

僚
太 

 
 

 

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞 

母
さ
ん
が
座
る
と
ま
る
く
な
る
茶
の
間 

栃 

木 

中
３ 

篠
田
あ
ゆ
み 

 
 

 

山
梨
県
知
事
賞 

く
じ
け
て
も
顔
を
上
げ
れ
ば
青
い
空 

大 

阪 

中
３ 

須
郷 

 

天 

 
 

 

第
28
回
国
民
文
化
祭
山
梨
県
実
行
委
員
会
会
長
賞 

ふ
れ
合
う
と
心
が
な
ぜ
か
温
ま
る 

山 

梨 

中
１ 

清
水 

理
子 

 
 

 

山
梨
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

神
様
は
い
つ
も
お
空
で
見
て
い
る
よ 

広 

島 

小
５ 

熊
代 

羽
凪 

 
 

 

甲
府
市
長
賞 

つ
な
ぐ
思
い
友
を
信
じ
て
バ
ト
ン
パ
ス 

山 

梨 

小
５ 

萩
原
恵
里
菜 

 
 

 

第
28
回
国
民
文
化
祭
甲
府
市
実
行
委
員
会
会
長
賞 

青

い

空

太

陽

も

友

雲

も

友

 

山 

梨 

小
６ 

芦
沢 

 

樹 

 
 

 

甲
府
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

青
い
海
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
青
い
空 

高 

知 

小
６ 

奥
田 

晃
雅 

 
 

 

全
日
本
川
柳
協
会
賞 

座
っ
た
ら
学
習
意
欲
立
ち
上
が
る 

山 

口 

中
２ 

宇
佐
川
雄
大 

 
 

 
山
梨
県
川
柳
協
会
会
長
賞 

ブ
ナ
の
い
す
自
然
の
声
が
聞
こ
え
る
よ 

鳥 

取 

小
６ 

川
本 

幸
希 

◎
高
校
生
・
一
般
の
部 

  
 
 

文
部
科
学
大
臣
賞 

生
き
た
く
て
大
根
つ
る
す
紐
を
編
む

 

新 

潟 

藤
塚
貴
映
子 

 
 
 

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞 

宇
宙
か
ら
来
た
石
こ
ろ
は
頭
が
高
い

 

静 

岡 

望
月 

 

弘 

 
 
 

山
梨
県
知
事
賞 

不
景
気
を
乗
り
切
る
主
婦
の
塩
加
減

 

埼 

玉 

加
賀
谷
日
和 

 
 
 

第
28
回
国
民
文
化
祭
山
梨
県
実
行
委
員
会
会
長
賞 

葡
萄
ひ
と
ふ
さ
王
さ
ま
の
よ
う
に
食
う

 

鳥 

取 

新
家 

完
司 

 
 
 

山
梨
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

編
み
か
け
の
帽
子
に
も
来
た
一
周
忌

 

熊 

本 

安
永 

理
石 

 
 
 

甲
府
市
長
賞 

笑
い
皺
だ
っ
た
の
で
す
ね
干
し
ぶ
ど
う

 
新 

潟 

武
田 

笙
子 

 
 
 

第
28
回
国
民
文
化
祭
甲
府
市
実
行
委
員
会
会
長
賞 

い
ち
富
士
が
他
の
追
随
を
許
さ
な
い

 

静 

岡 
水
品 

団
石 

 
 
 

甲
府
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

陽
が
昇
る
山
に
嘘
な
ど
言
え
ま
す
か

 

愛 

媛 

西
村
美
保
子 

 
 
 

全
日
本
川
柳
協
会
賞 

デ

ジ

タ

ル

の

谷

間

で

探

す

非

常

口 

宮 

城 

木
田
比
呂
朗 

 
 
 

山
梨
県
川
柳
協
会
会
長
賞 

登
録
の
富
士
に
ぶ
ど
う
も
瑠
璃
と
な
る

 

山 

梨 

天
野 

真
金 
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編 

集 

後 

記 
 

★
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
天
災
の
多
い
年
で

水
害
や
台
風
で
被
災
さ
れ
た
川
柳
人
も
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う

し
た
中
、
第
28
回
国
民
文
化
祭
や
ま
な
し
が
山
梨
県
甲
府
市
で
行
わ
れ
、

台
風
27
・
28
号
の
接
近
も
あ
り
、
当
日
出
席
者
は
予
想
よ
り
百
名
ほ
ど

少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
の
参
加
者
は
過
去
最
高
で
、

一
万
人
を
突
破
。
地
元
ス
タ
ッ
フ
の
少
な
い
中
で
、
大
会
が
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
通
り
盛
会
裏
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
感
謝
。 

★
11
月
10
日
に
行
わ
れ
た
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
の
「
川
柳
の
集
い
」

は
４
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
。
館
長
賞
に
は
田
中
新
一
氏
の
句
集
「
生

き
る
」
に
輝
き
、
４
年
後
の
集
い
を
約
し
て
無
事
終
了
し
た
。 

★
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
よ
る
日
川
協
の
立
場
も
公
益
法
人
と
い

う
公
益
性
の
考
え
が
多
少
変
わ
っ
た
も
の
の
、
実
態
は
余
り
変
更
な
く

推
移
し
て
い
る
が
、
理
事
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

★
今
後
の
国
民
文
化
祭
に
つ
い
て
、
開
催
地
と
し
て
受
け
入
れ
る
各
都

道
府
県
が
少
な
く
、
文
化
庁
と
し
て
も
大
会
日
程
に
苦
慮
し
て
い
る
よ

う
だ
。 

★
26
年
度
の
予
定
は
、
６
月
29
日
に
富
山
大
会
、
10
月
19
日
に
国
民

文
化
祭
あ
き
た
が
開
催
さ
れ
る
。
大
会
に
こ
ぞ
っ
て
参
加
さ
れ
る
こ
と

を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。 

（
事
務
局
長 

本
田
智
彦
） 

今
後
の
全
国
大
会
予
定 

▼ 

富 
山 

 
 

 

平
成
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月
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日
（
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富
山
国
際
会
議
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平
成
27
年
６
月
14
日
（
日
） 

 
 

 

銚
子
市
青
少
年
文
化
会
館 

 

今
後
の
国
民
文
化
祭
予
定 
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秋 
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平
成
26
年
10
月
19
日
（
日
） 

 
 

 

サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
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鹿
児
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平
成
27
年
11
月
１
日
（
日
） 

日川協加盟柳社一覧表訂正・変更       平成 25年 9 月以降 

頁 柳 社 名 箇 所 追 加・訂 正・変 更 内 容 

20 

 

31 

33 

か ら た ち 川 柳 会 

 

佐 野 川 柳 会 

蛸 壺 川 柳 社 

事 務 所 

 

会長代行 

会  長 

高塚 英雄 〒265-0066 千葉県千葉市若葉区多部田町 758-57 

TEL&FAX 043-228-2030 

向井  清 〒598-0063 大阪府泉佐野市湊 3-11-5              TEL072-462-5070 

黒嶋 海童 〒674-0084 兵庫県明石市魚住町西岡 605-19   TEL&FAX 078-947-4158 

 
 

 
 
 

（
元
幹
事
・
常
任
幹
事
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平
成
24
年
１
月
以
後
（
敬
称
略
） 

 
 

 
 
 

 

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

逝
去
日 

 
 

所
属
柳
社
名 

 

お
名
前 

年
齢 

５
／
１ 

元

日

川

協

理

事 

早
川 

双
鳥 

89 

８
／
17 

元
日
川
協
事
務
局
長 

山
本 

翠
公 

95 

９
／
８ 

京
都
番
傘
川
柳
会

 

谷
垣 

郁
郎 

77 

訃報 


